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                                                      フイルムフォーラム   令和４(2022)年12 月6 日(火)・８日(木) 於：市民会館小ホール  

例年、12 月の人権週間に、公民館活動の教室、サークルなどに参加されてい

る皆さんを対象とした人権学習会「フイルムフォーラム」を開催しています。

公民館活動に参加されている方々ですので、他の人権啓発事業とは違った層の

住民の方々が参加されます。テーマに沿った推奨啓発DVD を観て、人権意識

を深める内容となっています。 
本年度、兵庫県では「ケアラー」について取り上げ、「夕焼け」というDVD

を使って啓発活動を行ってきました。今回のフイルムフォーラムでも、「だれも

が人権尊重される社会を」という課題を取り上げ、DVD を視聴し学習を深めました。   令和4年度「人権のつどい」（兵庫県）    昨年12 月2 日(金）に兵庫県公館で「人権のつどい」が開催されました。その中の人権講演会で

は、映画「破戒」の前田和男監督が登壇され、「映画『破戒』と映画監督が出会った『人権』」と題

した講演がありました。この映画は、水平社宣言 100 周年に合わせ、島崎藤村の同名小説を原作

に、60 年ぶりに映画化された作品です。講演では、「部落差別は非常にタブー感が強い。しかし、

『破戒』を通して、この問題について普通に話せるようになり、自分の中の、社会の中の不都合な

部分に気付くきっかけになればいいなと思う。そして、涙があふれるシーンがあったとするなら

ば、その涙の理由を考えてほしい。」と締めくくられました。 

加西市人権啓発だより 
加西市ふるさと創造部人権推進課 
加西市北条町横尾1000 番地 
☎ 0790-42-8727   

人権って、なに？ 

 

「人権」とは、私たちが「幸せ」に生きていくために必要不可欠なものです。「人権」は決して難しいもので

はなく、私たちの身近にあるものです。日常生活にある人権に関心を持ち、「わがこと」として考え、正しく知

っていくことが、人権意識を高め、私たちの幸せにつながります。 

日々の生活の中で、無意識のうちに「偏見」でものを見てしまうことは、偏った判断や意見となってしまいま

す。人と適切な人間関係を築いてお互いが幸せな生活を送るためには、始めから決めつけるのではなく、一人ひ

とりが持つ多様な個性を見つけ出し、認め合うことが大切です。 

来年度の人権テーマは、「性の多様性 誰もが自分らしく生きられる社会をめざして」です。啓発 DVD「バ

ースデイ」は、性的少数者の多様性を認め、互いに人権を尊重しようとする様子を描いています。そして、性的

少数者について理解しようとするきっかけとなる内容です。 

市民として、一人ひとりの人権が守られる住みよいまちづくりを、地区人権学習会やまちかどフォーラム、ま

ちかどオンラインなどで考えていきましょう。 
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人権映画観賞会 「ケアニン」～あなたでよかった～  

令和4年12月11日(日) アスティアかさい多目的ホールにて上映しました。 

小規模介護施設で働く新人の介護福祉士が、先輩スタッフたちの協力を得ながら、メインで担当する

ことになった認知症の高齢者との関係性を深め、成長していく姿が描かれていました。働くことの意

味や、人と人、地域との繋がりの尊さについて考えさせられる内容でした。 

《参加者アンケート》※多くのご意見をいただきました。その一部を掲載いたします。 

 ・「年を取るのは当たり前」「介護されるのも、するのも当たり前」「みんなで助け合うのも当たり前」 

という言葉が心に残った。 

 ・様々な立場の視点で描かれていて、とても考えさせられました。認知症が身近になっている今、 

多くの方に観ていただきたい映画です。 

 ・主人公の大森圭君が認知症の利用者とその家族とかかわる中で、成長していく姿を通して、たと 

え、認知症となっても人格があり、人権があることを学ばせてもらいました。 

 

人権研修会  
農林水産技術総合センター 企業人権研修会 

令和4年12月13日（火） 県立農林水産技術総合センターにて実施 

各地区での住民学習会だけでなく、企業や公民館など様々な場で、研修の機会を設けています。「人

権尊重のまちづくり条例」も施行された今、人権について考える機会を積極的に持ちたいものです。 

 

  
兵庫県と兵庫県人権啓発協会では、今年も「のじぎく文芸賞作品」を募集されました。小説・随想・詩・創

作童話の4つの部門がありました。優秀作品の中から１点の詩（一般の部）を紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※人権啓発の各事業等は、加西市ホームページに掲載しています。 （トップページ→「市政」→「まちづくり」→「人権」へ） 

※表題「散歩道」という名称は、平成13（2001）年度まで人権啓発冊子で使用されていました。） 
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